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1 ○ ○ ○
・茨の道とは思わずにリーダー研修へ。「ホームホスピスを⾃分の仕事としてやっていきたいという思いで
この道に⼊った。研修中は、当初１〜２ヵ⽉「いばらの道や〜」という⾃分の感じ⽅もありましたが恐れは
なく、この道を歩んで何が⾒えるかと思った。やはり、⼈と⼈とのかかわりが好き、この⼈の⼈⽣の⽣き⽅
に付き合いたい、その⽅の居場所、空間を作りたい！→今回の講義で再確認。

・設⽴していくことに対して、今回の内容は前回よりも⾃分の⽴ち位置が違っ
てきて具体的にリアルな学びがあったが、⽤途変更や建築に関して実例を教え
ていただける場や話し合いや相談できる場が欲しい。

2 ○ ○ ○
・いろいろな形があって、先駆者の先⽣⽅の経験談を聞けて参考になった。⾃分はどのような形にしていく
か、しっかり考えたい。
・先⽣⽅のように明るく笑い⾶ばしながら頑張っていきたい。

3 ○ ○ ○
・実際に運営として悩んでいることがそのまま出てきたので、とても共感。
・⾃分の〝家″が施設化していないか⾒直すきっかけになった。
・地域を耕すために、とにかく頑張らないと！ 先輩⽅のパワーにひたすら感動。

4 ○ ○
・⼤変感動、参加してよかった。
・理念を持ちつつイバラの道を⾏こうとする同志が全国にこんなにもいると知り、嬉しく思った。
・介護職として、⼀⼈の⼈間としても、この仕事を続けてゆくことは⾃分⾃⾝への問いかけだと思う。その
背を押すような話を聞けて気が引き締まったり、泣けたり、笑ったりできた。

・何が本当にその⼈のためになるのか、⾃⼰満⾜でないその⼈らしさの尊重に
つながるのか模索中なので、そのような⽇々のお話など聞きたい。
・仲良しタイムや難しい症例の話も。

5 ○ ○
・ホームホスピスの成り⽴ちをしっかり講義していただき、運営についても分かりやすかった。どのように
⾏動したらいいのか理解することができた。

6 ○ ○
・改めて理念を共有することにより、全国に広がるホームホスピスが共通認識のもと「⼈」を⽀えるという
ことができると感じた。
・組織づくり、運営について、始まりがどのような事業主体でもできると感じた。
・家づくりが安⼼してできるように様々な取り組みがあるのだと感じた。

・私は看護でも研究者でもないため、介護としてのアプローチはどうしたらい
いのか悩んでいる。介護として接するアプローチはどうしたらよいのでしょう
か。

7 ○ ○ ○
・イメージとしてあったホームホスピスの運営や環境について理解することができた。
・リーダー研修後、ホームホスピスが作れるように研修の中でつめて勉強していきたい。

8 ○ ○
・学校で習うことのなかった「ホームホスピス論」のようなものを学び、働いているなかで学ぶことでより
深く理解することができた。
・これからのホームホスピスとしての可能性の無限⼤差に看護の新たな道を感じることができた。

9 ○
・素晴らしい講師の⽅で感動。看護師なので医療者としての研修では聴けない切り⼝で、⼈⽣の⽣・死につ
いて、また環境について考える良い機会になった。
・「経営は哲学である」ミッションを明確にし、ホームホスピスのお仲間になれるよう頑張りたい。

10 ○ ○
・ホームホスピスと⼀⾔で⾔っても、運営の仕⽅はいろいろあり興味深かった。
・空間の使い⽅や運営のことは、とても勉強になった。働きながらだけでは学習できなかったことを学習す
ることができた。⾃分の理念をしっかり固めて誇りをもって働いていきたい。

11 ○ ○
・とても実践的な内容で、⾃分が何をしなければならないのかということが明らかにできるようになったと
思う。
・ずっと聞いていたいような、どれも興味深いお話だった。
理事の⽅からは、パワーをたくさんいただけたように思う。

12 ○ ○ ○ ○ ○ ○
・運営や⼈材育成、家・環境整備が⼀番⼤切だと思うので、とても参考になった。解決できないような問題もあるが、⼀
つ⼀つ考えていきたい。ホームホスピスをやりたいと思ったきっかけのひとつに、これ以上介護保険を使ったら介護保険
制度は破綻する、できるだけ介護保険を使わなくてもよいようなシステムを作っていきたいということもあったので、介
護保険事業ありきの⽅法ではなく、新しいアイディアを考えてそれ以外の⽅法を作っていきたい。

13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・社会状況が世界状況に⼤きな影響を受け、それに伴って制度の改変が頻繁になっている。
・最近、情報を常に発信してくれる規格は⼤変ありがたい。ホームホスピスは、⽇本社会の変化、⽇本地域
社会の変化に敏感に反応して役割と⽴ち位置をみていくことが重要だと思った。

14 ○ ○
・熱い気持ち、ゆるぎない信念を聞き、改めて⾃分のやっている仕事を好きになった。
今できることをやり、同じ気持ちの仲間つくりをしていこうと思う。
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15 ○ ○
・ホームホスピスの理念、⽬的、存在理由を深く知ることができた。
・リーダーシップを発揮するという観点もたくさん⼒づけの⾔葉をいただいたと思う。仲間とともにそれぞ
れの強みを最⼤限に発揮できるよう⼀歩ずつ取り組んでいこうと思う。

・またリーダーシップ論のような話を聴きたい。

16 ○ ○
・⼈材育成の難しさを学んだ。
・去年、⽗親を⾃宅で看取り、まさに内藤先⽣のスライド⾒たままの光景だった。その経験も⽣かしなが
ら、職員が働きやすい環境づくりをしていきたい。

・看護の⽅の話が多かったので、介護側からの講義も受講したい。
嚥下、⼝腔、薬を使わない排泄(排便コントロール)

17 ○ ○
・わからないところや疑問に思うことがいろいろ理解できて学びになったが、まだわからないこともあるの
で、今後少しずつ勉強していこうと思う。

・認知症などで痛みの評価が難しいことがあるので、評価の仕⽅。

18 ○ ○ ○

19 ○ ○
・地域づくりや地域とのかかわりがとても⼤切だと感じた。
・運営・活動費がかかることも⾒逃せない事実です。

20 ○ ○
ホームホスピスの歴史からとても勉強になった。ホームホスピスとうたっていくということは、⽼⼈ホーム
などのような施設と同じではだめなんだと。
⾃宅ではないけれど⾃宅のように過ごしてもらう。仕事であっても親のように接する。これからどんどん増
えてほしいとも思った。

21 ○ ○
・現在の⾃分は、ホームホスピスを作って活動することができないが、私が地域に出て未熟ながらもやりた
かったことであり、⽬指していきたいそのものだと⽣意気ながらに思った。
・ホームホスピスの場でなくても、⾃分のいる場所でその理念を共に実践できるよう努⼒し、後輩へ伝えて
いきたい。 ⾃⾝のルールを持ち、実践したい！

22 ○ ○
・ホームホスピス設⽴を⽬指すうえで、環境・⼈材・チームワーク・経営、⾮常に勉強になった。
茨の道かもしれません。諸先輩⽅に続き頑張っていきたい。

６⽉の各論楽しみです。

23 ○ ○

・現在、訪問介護・夜間対応型・定期巡回随時対応・障害福祉サービス管理者。
・⾃分にとっては難しい内容もあったが、どの先⽣の講義も参加できてよかった。
・定期巡回で看取りに多くかかわっていて、⽀え切れない部分もあるが、「⽣活」「家」なのだと反省。
・中堅スタッフの対応育成についてなるほどと思った。「今」ではなく「先」を⾒ていかなければならない。⾃分⾃⾝の
⾜りないところを学ばなければならないと思った。

各論参加します

24 ○ ○
・リーダーシップ論は、⼤変参考になった。職員がなかなか定着しないので、運営に⽣かしたい。

25 ○ ○
・ホスピスは建物ではなく、理念・活動だということを教えていただける充実した時間だった。
多くの⽅とこの意味を共有し、考える機会が増えていくことを願っている。

・ホームホスピスで求められる(実現する)利⽤者、職員との具体的なかかわり
⽅(コミュニケーション)があったら教えてほしい。

26 ○ ○ ○
・現在、法⼈設⽴に向けて動いている最中。
⼤変有意義な講義をありがとうございました。

27 ○ ○
・これからの時代になくてはならない組織だと思っている。もっと多くの⽅に認知されて制度を変えられる
とよいのですが、⾃分⾃⾝がもっと理解できるように学び、いつかはお仲間に加えていただきたいと思って
いる。
・２⽇間の学びは、ホームホスピス⽴ち上げ有無にかかわらず、とても興味深く価値あるものだった。

・理念を伝え、協⼒してもらえる⼈を育てる⽅法

28 ○ ○ ○
・理念、環境、組織づくり、運営は、皆の協⼒があってこそ、話し合いが⼤切だと思った。これからは、ど
んどん話し合いの時間をとり、コミュニケーションをとり、よりよい職場、居⼼地の良い家を作っていきた
い。
・今回、とてもやる気を引き出して頂けたことに感謝している。
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29 ○ ○ ○
・普段、ホームホスピスで働いていますが、今回の講義を聞き、とても刺激を受けモチベーションがあがっ
た。

30 ○ ○
・⾊々なホームホスピスがあって、良い理念をしっかり理解して、ぶれずに⾃分たちのホームホスピスを育
てていきたい。

31 ○ ○ ○
・ホームホスピスの理解・認識について、誤った理解をしていたことが分かった。ホームホスピスを正しく
理解し、理念に基づいた運営が必要であると思った。理念通りのケアに結び付けていくためには、職場教育
などを充実していくことが重要。
この２⽇間で学んだことを他職員へ伝達していこうと思う。

32 ○ ○
・昨年聴講したときよりも、運営の実際が⾒えたように思う。 次回は、とても活躍されている先駆者の先⽣⽅の話+始めたばかりの⽅の話も

聴きたい。

33 ○
・市原先⽣の最期の⾔葉に、⾃分がここにいる意味を感じた。
・⼈⽣の最後のひと時を⼼の通うお付き合いにお役に⽴てるなら、どんなに⽣き甲斐があることだろうと
思っているので、もっともっと深く考えていきたい。

34 ○ ○ ○
・⼈材育成について、スタッフ⼀⼈⼀⼈が⼒をつけ、チームとして働いていくことが⼤切だと思った。
モチベーションを上げて、理念を忘れずに明⽇から頑張ろう！

35 ○ ○
・制度化しない理由や具体的運営⽅法についてお話をうかがえてとても勉強になった。
・各地域や各ホームホスピスによって特⾊が異なることもよく分かった。
今後ホームホスピスを⾃分の地域に作りたいという思いが強くなった。

36 ○ ○
内藤いづみ先⽣、⽵熊カツマタ⿇⼦先⽣のお話、おもしろかった。
実践者の話、参考になった。

ホームホスピスとコミュニケーションデザイン(⼭崎亮さん）

37 ○ ○
・２⽇間、参考になるお話がたくさん聞けた。
・資料のない演者の時にスライドをipadで撮影していて⾒えづらいことがあった。後⽇資料を渡せることを
先に⾔ってもらえていたら、撮影する⼈もいなかったのではないか。

38 ○ ○ ○ ○
・理念についての考え⽅や、組織づくりの⼤切さ、必要性を考えることができた。

39 ○ ○
・ホームホスピスの⽴ち上げ、運営の流れを学ばせていただいて、運営責任者の熱意に打たれた。
・私の職場は、末期の⽅が多いホスピスのため医療⾏為が多く、吸引など介護職ができることにジレンマを
感じることがある。今後、ホームホスピスが普及するためには、介護職の医療⾏為がもう少し認められたら
と思う。

40 ○ ○
・昨年７⽉にオープンしてもうすぐ１年。わからないことや理解できていないことが⼭ほどあるが、理解を
深めることができた。講義⼀つ⼀つがアドバイスとなり、早速実践していきたい。

組織づくり・運営については、また学びたい

41 ○ ○
・「できない」のではなく、「どうやったらできるか」とても印象的だった。
・ホームホスピスへ就職して７⽉で１年になり、はじめはわからないことだらけで仕事に対して不安ばかり
だったが、⾊々なことを体験させてもらい、さらにこの仕事に魅了されていくばかり。私にできることを⼀
つずつ実践して頑張っていこうと思えた講習だった。

・全国に広がるホームホスピスの看取り実体験や経験談を聴きたい。
・介護未経験でこの仕事に就いたため、⽇々の取り組みなど参考にさせてもら
いたい。

42 ○ ○
・将来、ホームホスピスを開設したいと考えている。
・園⽥先⽣の講義を受けて、開設にあたっての建築に関する具体的な課題とそれをクリアするためにはどう
すればよいか、⽵熊先⽣の組織育成とリーダーとしての⼼構えについて詳しくお話を聴けて良かった。
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43 ○ ○
・各講義が内容が濃く、パワーが溢れていて⼀度咀嚼し消化しきれません。ただ、数々の印象的なキーワー
ドは、不思議とポジティブな気持ちにさせてくれた。会場の⼀体感がとても良かった。
・⾃分がすぐに具体的に動けない中でも経験や知識を学ばせていただき、⽇々の仕事に向き合う中でこれか
らの⽣き⽅働き⽅を考える刺激になった。

44 ○ ○ ○
マンパワーの確保はとても難しく、また同じ思いで相⼿を⼤切にしてくれる仲間作りは本当に⼤変になると
思っている。地域との関係をしっかり整えることの⼤切さ、⼜制度のない「仕事」の難しさを再確認。

45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・組織、運営は、とても勉強になった。これから取り組む課題がはっきりした。
・先輩のバイタリティーを今更ながら感じた⼀⽇。仲間を増やすこと頑張ります。

46 ○ ○ ○ ○
・幅広く内容を確認できた。毎回新しい情報があり、情報のへんかについていかなくてはと感じた。

47 ○ ○
きてよかったです。

48 ○ ○ ○
モチベーションが上がった。 ・開設したばかりの⽅の苦労話も聞きたい

49 ○
・ひとつのモデルはない！ということがよく分かった。

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・各々の先⽣から⾜元を確認させていただいた。これから現場に戻って頑張らないといけないことが確認で
きた。

51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・ホームホスピスの価値、存在意義が多様であることを考えさせられた。
・地域をどのように巻き込んでいくのか、仲間を作っていくのかが今後の課題。

52 ○ ○ ○
・受講前の疑問をかなり解決することができた。
・ホームホスピスという新たなサービス慧太は、本協会主催ならではの詳しい内容で、⼤変勉強になった。

給与設定、職員数など、具体例をあげてほしい

53 ○ ○ ○
・環境が健康に影響していることは今まで実感していたが、その確認ができた。
・仲間作りがとても⼤切で、これからつながりをつくっていきたい。

54 ○ ○
・制度の壁の厚さに改めて気づかされた。
・ホームホスピスムーブメントを起こすことに向かいたい。
・⼈をケアする場が公的な規制に縛られていること⾃体に疑問を持っている。
・思想的背景、根拠を⾔語化する試みを⾼橋先⽣に挑戦していただきたい。

55 ○ ○ ○
・理念をしっかり持つことの⼤切さがよくわかった。
・都市部でのホームホスピスは地域づくりが難しく、今後の課題だと感じた。

56 ○ ○
・⽴ち上げをしたいが、ホームホスピスを運営することが現実的に可能か知りたかった。
メリット、デメリットを含めて考えるための全体的なことを知る機会を得られた。

ホームホスピスと地域共⽣社会やセーフティネット住宅について、⾼橋先⽣の
話をもっと聞いてみたい
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57 ○ ○
・内藤先⽣の話は、あ⼤変興味深く聞かせていただいた。
結論なので致し⽅ないと思うが、もう少し踏み込んだ(掘り下げた）内容だとよかった。

58 ○ ○
・2⽇間の講師陣の選択が素晴らしかった。
それぞれの講義の中で参考になることが多かった。
・たんがく村のように「あんたがおって良かった！」そう⾔われたい。

59 ○ ○ ○

60 ○ ○ ○ ○
・内容をより詳しく知ることができてよかった。
・企画、その他準備ご苦労様でした

ホームホスピスの運営の中で、介護保険・介護保険外・医療保険の使い⽅(法
改正があった後で特に細かいサービスの使い⽅）を知りたい。

61 ○ ○ ○ ○ ○
・最後の話で、使命感が湧いてきた。
実際に⽴ち上げるにあたって⽣みの苦しみ不安はあるが、バイタリティーと冷静な頭をもって理念を変えず
に進めば何とかなるだろうと思える育成塾だった。

・ホームホスピスの理念の伝え⽅、納得してもらえるプレゼンテーション

62 ○ ○
・これから⽴ち上げ準備ですが、「⼤変な部分もあるが、理念は⼤事に。変えることなく。」と⾔われたこ
とを⼤切にしたい。⼈材についても不安があるが、なんとか集ってくれたらと思う。⾃⾝がぶれないように
と思う。

・制度、⾏政とのかかわり⽅。どのように発⾔すればうまくいくのか具体的に
知りたい。

63 ○ ○
グループホームで働く中で、画⼀的な制度ではその⼈の⼈⽣を⽀えきれず、保険外サービスを考えるように
なった。そんな中、東京北区で⽉1回地域住⺠の居場所づくりを始めた。(ホームホスピスと居場所を合わせ
たような、⼤阪の「つどい場さくらちゃん」に看取りをプラスしたような‟家”をイメージ)東京の地元では、
‟家”が⼩さく家族構成が5〜6⼈ではなく3〜4⼈なので、⼩さい規模の‟家”を⽴ち上げたい。

10 24 27 8 1 5 1 1 1 1 1 35 9 1 6 6 8 11 18

ホームホスピス実践者育成塾【総論】
⽇ 時：2018年5⽉9，10⽇
場 所：⽇本財団
参加⼈数：77⼈・役員・スタッフ9⼈・⽇本財団3⼈ 計89⼈
アンケート回収 63枚

                          園⽥眞理⼦⽒ 内藤いづみ⽒


